
（上）敦煌（（とんこう）付近に築かれた漢代の（ 万里の長城」。漢

代はこの長城を西の端としていた。（撮影：宮宅潔） 

（左）本書の表紙 

戦争を透して見た中国古代の民族問題 

―『多民族社会の軍事統治 出土史料が語る中国古代』の出版― 

 

概要 

京都大学人文科学研究所（宮宅潔（ 准教授の編著『多民族社会の軍事統治 出土史料が語る中国古代』が、

2018 年 4 月に京都大学学術出版会より出版されました。 

日本における中国軍事史の研究は、政治史（ 経済史といった分野に比べると、あまり活発ではありませんで

した。それにはいくつかの理由がありますが、第二次大戦での敗北以降、 戦争」の研究がタブー視されたこ

とが一つの要因です。宮宅准教授が代表を務める研究プロジェクト（科学研究費補助金（基盤Ｂ） 中国古代

の軍事と民族」）では、タブーを越えて軍事史研究を進めることを目指し、特に民族問題と戦争との関係に研

究の焦点をすえました。 

 現在、中国に暮らす人口のほとんどが（ 漢民族」に属しますが、歴史をさかのぼれば、中国にはもっとさま

ざまな民族が存在しました。戦争を契機にして、それらの集団が混じり合い、反目と融合とを繰り返してきた

はずです。こうした問題を明らかにすべく、日中韓欧の中国古代史研究者がこのプロジェクトに参加しました。 

その成果報告書である本書には、秦漢～隋唐時代の占領統治の具体像や、被征服民の軍事利用などについて

論じた 13 篇の論文が収められています。それらにより、秦の始皇帝が中国を統一した時、各地に役人や兵士

を送り込んだものの、彼らへの食料供給制度が未整備だったことや、漢代に万里の長城の西端で防備に就いた

兵士は、当初は帝国東部の出身者だったのが、次第に現地住民に切り替えられたことなど、新たな史実が明ら

かになりました。本書により中国軍事史の研究が活性化し、 中国」をより深く理解する手がかりとなること

が期待されます。 
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